Changemaker journal

wRE. TERDZEML - B ORBICHE LIcFc R 21 TOFER) t LT, 08FE4BIC) Za—TFILLE LT
CDBEETIE. RERDHEHZIRBETH . 14 TEEHSC AR 254 THIIRET | ) SFEE g I
EHROIC. BRRAATOIEIEFRFZVORFESRBITLETD,

L SERBED S & o L RRERE,
ExXttz & AB~15~ REBIRAA L EBEBETOE L .

1HE4£E. 4B5ATEREL =, 4B DO BFRIERE =ik
YiRY, ZAEZERR DWW EEXEICE L

H. BADEAEGADLDICASA FERLITLE
Lo ERLE=RSA FIIRBHEBE LTC7TALAIC
IZATHKRETDFETT,

Fre. BOBEDSSEREFICEY A KREXP ~NBFRBEFEOL EH~
BEMERTERBZZMICOVLDTHANE L, HEik - E .
DDHBDDTFERLHMBD T ET. SHEDERERPDR
FEEORBEBIRICOVWVTEZADERLELY L1,
BERBENCIE. FEROEREZRERALGHLS. 3FH
DOEREFE S VICOMYEALE T, BREFDZEV
EEFNICTHA L T2E—FHEB>TLET,

~ZRERANR~

Wdh&82D7asz o P EDFIAERICHEHLF LT, jﬂﬁi}gﬁg’g | ~2£|5~

W | TlE. 82070 Mo TREICE
YHHATWLWET, 70> 7 FTlE. BFIRERZ
fetyvarzxRElL. ENZTNOT—<ICDLTHE
BERDE L=,

Tl BAWEEWTOLIERANDFHPRNRE LD
RRbIAE Y., HWIEPHRORELELYBRZLD L
LTRADEREBRD>TLET,

BEER. ERAMCHTTIN—T T EOREREE %
EMTEZZLI. BLAVLWEERQEALHE I Y %
EHTWET, BEFHIFOLOEIEARBICEIEHL
TLWEd,

SRES -

HAEZ7Oo o b NEO>z o b

7avzsbE S (BHRRE)

IR S WBEFRED/NPOEATRAZFy b

Iri HAREEAT-—LA{H F=

a=FA BRASHBFBRC~VRTT/RUTHRBT 7Y (bAX3—-C]

Yx7xa  |HBARH Rpro/RLTHHRMT ¥ ThAXx3-U)

*E BRI R R IR

Al BRI RS
RAA— 7 4 k AKX ¥ bloom/RILTFAKIGS
M LA VHRESH/ BT 7 T AMERSSY

ZITNV—-Tn70OIx7 hAGO !




BHD MMFE] PEbK & iR
WN ~
tmﬁﬁ%?’““ 3£E LTUOKEHICEFBICTEL. bWEWEBEELTWLWEE T,

~RRAEER R~

MR TE. 2T NOEEKRPELNE S & ICRRT —
YEREL. BEZOTFT—<ICRYBELON BED
BREBRCHRB EFEUCN IR SRRABEOEZERL £
Lizo REWE. FITHARCEMUDEEEF 2R~ R
ROFRMERHEEEER T HIFERAEEZ@DIER ICER
YHHATULE T,

e, EFRFVEBI 2R L ZXEAE (OB) &EK
L. T—VREPHABEDEDHFICDLTTZ FNIR%E
LT<hELE,
FREECHABEOITNDELE - KES B =5 TIT
L RIVEBNICHEREFBEZEDTLIET,
BERBDSBRIENBFEZBERTEDLS. —ADE
YUNEFHICETEZRY. BRERXF— S B2E[
EBIZTLET,

REERBO DU EL L, BRETORREZRIC

\ GOGOBOO /

ABT) - DENEETDHKF Y T ICBMLE L
FROBBERICERICERL. BEFAEEEZERTDELD
2. AUMICERFEENTOLZHERT > F ORETTEEZDV
F Ll BIKICEIT2RIEERL CERDT—AICHIYHE
& BIKEHEzROEEERY X L. BEEDCYTE.
BMEEETHREV>THL—%FY. FRANv I %ZER
LTMPRT— 2 ER T 5B E. KERICRIUDIXR b
BRLFE LI

EENDEEZB LT, KICOLTEREE SIS, fEE
WO LEhDRL K ERRTDIVERERY T LT

= \GOO0eee0s, T

| ¥/
Eﬁ' xLEg JL'

T asvoT RS BB T A BT

MERFT—>3<K Y

\ 900 |

WDy BHEICE>TULBPTADE

EERES L ABPDHEER | T BHEEICE>TILS,
N EZEZAR—LOCHDYEZDOREBRREY EL Y
COHLZEMT27OST o Mo, T TERES

 CERUASBICEb o CE AR ASIMLTLET,

EEEBIE. 2070220 FOBRT, (S EMERD
HRELZCT] 27 —VICEEBLTWLWET, TOFED
—RELT. BEERTHESNTLWDIERY T, AR
#REL D] BERVICEDESBEEEEZEATLET,
MEREFNAINDZALNIEYICEATLD DM
M TEDESBFYFTRLANTEZON] BELLA
5. FIAZEDESAICEATWLEITSEE I VYICE
YHHATLET, BERYARBICATT. ThrbEE%
EHICROTNEET,

E—REIC. RADTEEICTEZER
Lo BEYEYDRNERZFRD
FUTEL, FEZBLTREEDS
ALEPHEBE LD REZROIES
ICbBYE Ll

BEAZAILBE— | REFHHEERORBNIITT . SFEORRGBEY E>TLETHh | BBEESADERZRE

TRNETERT !

AbE>TLDE [ZABZELEVL] T2hX2THLD] WMWRUBINTLT, ETHTITILESELBICEY T,
BB, —REABIEZPODTKNDZDTLELIN? L2 URARLSIELTLDA ERAKICERZROH L TEED
ZLESELTLDA. ERFBRUDERICAITITRGZELSIELTLDA BLEBFEZITTNSIETLE S,
SOBRICBERFEHIC [bso&] MUYBATHTELLEBERVLET,
. BABBOBMETHEALEEADOERYDARS > T478 IBMLEV] EVWDANRUEHEEZBEICKT
KNELE!IBAOKEEZEST & 2EHAZIENDRDTHED] ETHTEDESADEERTLD L, Fhd
ZHE. [5&2&] D—FHREBHERICDLELNDNLLNIEEA.

BERAPIFICE. FzooA—N—DESADERZRUEIETKESL I RRIELALEERSTT ! |

—

MAEPRHEER T E
RANIBRSE



	2026
	Changemaker journal
	Vol.11
	産業社会と人間～1年～
	分野別講話のまとめと発表準備。 　　　　　　　　　　科目選択へ向けた進路学習を行いました。
	1年生は、4月5月で実施した、4回の分野別講話を振り返り、学んだことや気づいたことを文章にまとめ、自分の考えを伝えるためにスライド作成も行いました。作成したスライドは各自練習をして7月上旬にクラスで発表をする予定です。 また、月の後半からは進路学習に取り組み、大学や専門学校で学べる学問について調べました。興味・関心のある分野を深く知ることで、今後の進路選択や来年度の科目選択について考える機会となりました。 夏休み前には、卒業後の進路を見据えながら、3年間の履修計画づくりにも取り組みます。高校生活の学びを主体的にデザインする第一歩となっています。
	～分野別講話のまとめ～
	～学問調べ～

	地域探究Ⅰ～2年～
	いよいよ8つのプロジェクトごとの活動が実際に動き出しました。
	コミナスプロジェクト
	起業プロジェクト
	地探Ⅰでは、8つのプロジェクトに分かれて課題に取り組んでいます。各プロジェクトでは、専門家を交えたセッションを実施し、それぞれのテーマについて理解を深めました。 また、協力いただいている施設への訪問や対象者との交流も始まり、地域や社会の課題をより身近なものとして捉える機会となっています。 現在は、夏休みにかけてグループごとの調査や活動を実施できるよう、話し合いを重ねながら計画づくりを進めています。探究活動がいよいよ本格的に動き出しています。
	共生プロジェクト
	介護プロジェクト
	コミナス出発♪♪
	各グループのプロジェクトへGO！




	地域探究Ⅱ～3年～
	自分の「好き」や興味と地域課題を結びつけながら、自分だけの探究を形にしていくために具体的に計画し、いよいよ動きだしていきます。
	～探究計画書作成～

	地探Ⅱでは、それぞれの興味や関心をもとに探究テーマを設定し、なぜそのテーマに取り組むのか、自身の経験や疑問と結び付けながら探究計画書①を作成しました。現在は、先行研究や類似の活動事例を調べ、探究の方向性や方法を整理する探究計画書②の作成に取り組んでいます。 また、昨年探究活動を経験した卒業生（OB）も来校し、テーマ設定や調査の進め方についてアドバイスをしてくれました。 訪問先や協力者の方への連絡・依頼も自分たちで行い、探究活動に必要な準備を進めています。 夏休みから本格的な活動を開始できるよう、一人ひとりが主体的に計画を練り、探究をスタートさせる準備を整えています。
	～探究計画書発表～
	犬南グリーンの会が主催する防災キャンプに参加しました。学校の体育館に実際に宿泊し、避難所生活を体験するとともに、犬山市に配備されている災害用テントの設営方法を学びました。防災に関する知識を楽しく学べるゲームにも取り組み、防災意識を高める機会となりました。食事づくりでは、参加者全員で野菜を切ってカレーを作り、牛乳パックを活用して皿やスプーンを作成するなど、災害時に役立つ工夫も体験しました。 実践的な活動を通して、防災について学ぶとともに、仲間と協力しながら楽しく防災を体験するよい機会となりました。
	牛乳パックで 皿とスプーンづくり
	防災食朝ごはん配布
	災害用テントの設置
	新たに発足！


	いつもお世話になっているPTAの皆様と一緒に、校内の花壇に花を植えました。 色とりどりの花が学校を彩るだけでなく、作業を通して保護者の方同士や教職員との交流を深める機会 にもなりました。
	産業社会と人間や地域探究Ⅰでもお世話になっている、特別養護老人ホームぬくもり第二の施設長とサンビレッジの方々が参加するプロジェクトに、これまで探究活動で福祉分野に関わってきた生徒たちが参加しています。 生徒たちは、そのプロジェクトの中で、「地域と施設の垣根をなくす」をテーマに活動しています。その活動の一環として、毎年施設で開催されている夏祭りで、「五感を感じる」夏祭りになるような企画を考えています。 「施設を利用される方々が本当に望んでいるものは何か」「どのような寄り添い方ができるのか」を考えながら、利用者の皆さんに喜んでいただける企画づくりに取り組んでいます。夏祭り本番に向けて、これから活動をさらに深めていきます。
	　皆さんこんにちはー！総合学科推進部の長谷川です。今年度の探究も盛り上がっていますね！毎週皆さんの活動を見な がら回っていると「こんなことしたい」「これやってみよう」が沢山あふれていて、とてもワクワクした気持ちになります。夏休み、一体どんなことをやってくれるのでしょうか？じっくり調べようとしている人、夏休みに学校を飛び出して活動 をしようとしている人、夏休み明けの活動に向けて英気を養おうとしている人、色々な計画を立てていることでしょう。 今の自分に必要な活動に「ちょっと」取り組んでみてほしいなと思います。  　また、先日お昼の放送でお伝えした楽田の夏祭りのボランティアも「参加したい！」という人が沢山お話を聞きに来て くれました！自分の時間を使って「ちょっと面白そうだからやってみよう」と行動できる皆さんの姿を見ていると、私も 元気が出てきます！ この夏、「ちょっと」の一歩が大きな発見につながるかもしれません。 　夏休み明けには、チェンジメーカーの皆さんの活躍を沢山聞かせてください！探究は楽しんだ者勝ちです！！



